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ん，それはイギリス革命研究史における貴重な貢献であり，このー授の研究に























(3) Underdown， D.， The Chalk and the Cheese: Contrasts among the English Clu-
bmen， Past and Present， no. 85， (Nov. 1979)， pp. 25-48. 



























derdown， D.， Somersetshire in the Civil War and Interregnum， [1973， pp. 92~96 




















に入号，そこから南下してグロスタシャ， ウィルトシ h ドーセットシャを通
過してサマセットシャに入り， 7月10日に Langport，7月21日に Bridgewater，
9月10日にはブリストル (Bristol)というようにこの地域における重要拠点を
























時期[ ドーセットシャ |出 所
2 29 1 Godmanstoneの村民，国王軍兵土を殺害。 1B， p.3却O 
3 1 11，0∞0山住民武装，国王軍に抵抗の体勢をとる(地域不詳齢〉λ。1B， p.30 
3 11川14，ω刷0∞0似の集会(地域不詳齢札〉λ。 1A， p.164 
3月末|川州順l倭委員会，武装したクラブメンを解轍散。 1B， p 却
5 叫Shaftsbu肌 B凶 ordの聞で3，0似の集会。 1B， p.32 
5 2512官主主C主烹高品7ち動指針与を鮎;IUト|クラブメンの戸瓦17日
三日 1 Badbury Ri耶で集会。 1 B， p. 32 
I Sturminster Newtonで， ドーセットシャのクラブメンの地|
6. 241区代表の集会。 1B， p.32 
6 291 Sturmin蜘 Newtonで議会軍と衝突。 1D， p.264 
7 3 1 Bridport附近で議会軍と衝突。 1B， p.43 
7 3 I D伽Oぽrchω仇邸倒sterでク門ラブ力メン刈の指儲導者剖H刷olles，
7. 3 1五三セット ウイノレト両州で4， 000~日00人の集会(地域不 1 A， p 刷
工 7 I 下ユット，ゥィルト両川|で瓜 000人の集会竺戸竺~JA， p. 164 
8 2 1クラブメン，議会軍の She伽 ne攻囲戦士妨害。 1D， p.305 
8 3 I官軍の Fl田 two叫 Shaftsburyでクラブ、メンの指導者を逮 lD，p. 305 
| ドー セット， ウィノレト両州，サマセットシャの一部で10，000I 
8 3 I人の集会。 IA，p 山
I Shaf臼bury近くでクラブメンの大集会，被逮捕者救出の動 1
8. 4| き。 Cromwellの説得により解散。 1D， p.305 
I Hambledon Hillで2，000人のクラブメン，武装して議会軍に ID， p.306， E， 
8. 4 I抵抗し，壊滅。 Ip. "178-=-=9 
8 221 ドーセット，サマセット酬で8，0∞人の集会(地域不詳)0 1 A， p.165 
時期i ウィルコ二一一一一I~~
5 吋Gorchedgeで集会。 一ー 凶土1竺竺
三ゴi育芸恕芝ur竺:空y，グ一一一G白白ωωro附?ひw悦吋吋吋Oωm州V刊柑叫哨el肉均y，ιιHa山
τ一叶2汁→一1→ Gro附吋吋ve州V刊叫ly口で4久ω州，0刈O∞O似， S仙al必山is沿b凶u町町rηyで叩7O似の蝶集会o A， p.164 
7 月初 I__~:rket竺ingto円近で1， 00山戸Lー←一~~I_B， p. 39 
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7 7 1ウィルト， ドー セット両外|で20，0似の集会。 A，p 胤
7月中旬|当州のクラブメン，サマセットシャ La叫 wnの集会に参加。 1B， p.39 
8 3 Iえる集会;ドー セット両チ['1，サマセット、ンャの一部で 1，000 1 A， p.164 
8 4 1 Shrawtonで4，0似の集会。 1A， p.164 
9 月)則昭bourn附近で国王軍と衝突。 IB， p.39 
時期| サマセットシャ l出 所
4. 4 I北部沿岸 (BrentKnoll， Lyrnpsham， Berrow， Burnha叫で Ic， pp. 90-1 
|国王軍の迫害に抗し， John Somerset指導のー授。 I'-， jJjJ 
6 2 I第三品L蕗足00-6，0∞人の集会，国王軍の略奪等を非 Ic， pp. 98-9 
6.301号族主まm仰の PenseyPondで Wills指導のクラブメ 1c， p 即
7月初 1Wellsでクラブメンの集会 国王派的請願を採択。 1c， p.106 
I Knowl Hillで前記 Willis等のクラブメンの新たな集会， I 
7. 11 I Fairfaxによる議会軍支援要請を受け， Bridgewater攻略時に Ic， p.108 
| (7.13-7.21)，これを支援。 I
l北部沿岸のクラブメン，国王軍に抵抗;Portisheadで国王寧 l
7月中旬iの上陸を妨害， Worl， Milton， Weston-Super-Mareで国王 Ic， p.111 
|軍を攻撃。 I
Z月中旬ILansdownで集会国王軍 Rup町 tの提案を拒否。 IC，p 山
I Quantock Hillの Triscombeで集会，議会派の支持要請を|
7. 30 I拒否。 IC，p. 116 
i当州東部， ドーセット，ウィルト両州のクラブメン指導者の Ir' _ 1-1 n 8.2 I会合(地域不詳):'/ " /"'1'~' 1"'.IJllv--，/ / / /' .， ~ioI ~13v_..l C， p.112 
8 3 1誤認，ゥィルト ドーセット両州で10，0似の集会(地 A，p 胤
8 221サマセツ} ドーセット両州で8，0似の集会(地域不詳)0 I A，p. 165 
と~三空竺クラブメン，議会軍の Porti配ad 攻略戦を支民 I c，plj-
9月初旬1 Chewton Mendip附近でクラブメンの大集会。 Ic，訂云
Du~~~y. IQl~ ..(向上地附近)でクラブメンの新たな集会。玄面否!
9 月初旬|人が議会軍補助隊に参加，ブリストル攻略戦(9:j.=.:g~105 -I c， p.113 
|を支援。 I
時期| ハンプシャとサセックス I til 
6月末 ICハンプシャコ間信了ラブメン， Salisburyの国王派的会合 IB， p.41 
7. 23 I Cハンプシャコ議会派州委員と会見のクラブメン委員，協力的 i
| 態度をとる。 IB， p.41 
7 月 ICハンプ、ンャコ Lymingtonの住民，g王派主酔視，略奪した IR
| 互主竺委旦金三¥の引渡しに同意o .-，. -. - I .t>
?
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7 月 1cノヴプシャコ説2綻 geの住民，免税を条件に園球 1B， p.41 
7月末 1cハンフ。、ンャ:i昌話グト|境 P出 sfie恥クフブ、メンの委 1B， p.41 
8 月 I(ハンフ。シャ:iNew Fo附の住民，議会への忠誠を宣言。
9 月 1(ハンフ。、ンャコ Winche蜘包囲の議会軍と衝突。
9. 251 (ハンフ。シャコ抗ク議フすブ、メる要ン，求を議提会出の。地方的慣習への干渉等に 1B， p.42 
9. 11 1 (サセックスコ P後伽，議or会th軍南にのよDりu鎮M圧o。nDownで集会， 4日 1 F， p.272 
9. 181 cサセックスコ C起h。idestr近くの Rowkshillで1，000人の蜂 1G， p.85 
10 月|什セックスコ427、広;こ素案霧装税，徴兵に抵抗，西 1G， p.85 
グロスタジャその他 所
4月初 1(グロスタ γコForestof Dean の住民国王軍に抵抗。 L~， pp. 33-4 
7月中旬|山ヤ スタシ)当句
ャ own に参加。










(10) 表において出典を次のように略称する。 A…アノレハンゲリスキー 『前掲書j]o B… 
Underdown， 0，ρ cit.， Chalk and Cheese. C ...Underdown， op. cit.， Somersetshire， 
D …Gardiner， S.R.， History of the Great Civil War， Vol. I， 1894. E …Carlyle， 
T.， Oliver Cromwell's Letters and Speeches， Vol. 1 (Everyman's Library， 1926). 

















ったことが推察される。サマセットシャ北部沿岸の BrentKnoll， Lympsham， 
Berrow， Burnham諸村のー授は国王軍の圧迫が自然発生的村落蜂起に導いた
事情をよく示している O 当時，この州ではグレンピル (Grenvill) がトーント
1975. G...Sussex Archeological Collections， Vol. V. H:..Nicholls， H. G.， Forest 





引きあげ，残った者はルパルトの支隊により追い散らされた (Gardiner，。ρ cit.，p. 
185~6)。このー撲が自然発先的で素朴なものであったことを示している。ウースタ





























(回J Thirsk， J.ed.， The Agrarian History of England and Wales， Vol.町， 1967， 
pp. 64~66. 













域，盆地 (valley)では羊と牛の養育，飼育 (rearingand feeding)，西部の
Exmore Forestと丘陵部では牛の養育 (rearing) と牧羊 (sheepgrazing)を
中心としていた。一撲の分布についていうと，北部沿岸地域と中央部の低地
(Levels)，ならびに北東部の酪農・毛織物業地域のクラブメンは議会軍を支








(14) Ibid.， p.68. 。5) Underdown， 0ρcit.， Chalk and Cheese， p.39. 
側 Ibid.，pp. 43~44. 
(17) Thirsk， op. cit.， pp. 71 ~78. 















































ey， R. H. and Tawney A. G.， An Occupational Census of Seventeenth Century， 
Eco. H R.， vol. V. no. 1， Oct.， 1934)。それによれば， Gloucester， Tewksbury， Cir-
encesterの3市を除いても農業人口は全職業人口の49.5%であり，社会的分業の顕著




。1) 例えば， ドーセットシャのー宣言においては十分のー税 (tithe)と牧師 (clergy)
の在職権 (tenure)の確保を重視しており，聖職者の要求をそのまま反映している
(Underdown， 0ρcit.， Chalk and Cheese， pp. 34~35)。
































































(劫 Underdown，op. cit.， Chalk and Cheese， p.28. 
































ったようである O その後の詳細は明らかでないが， 8月2日， ドーセットシャ
自6) Gardiner， op. cit.， p.265. 
自力 Op. cit.， pp. 305~307， Carlyle， T.， Oliver Cromwel!'s Letters and Speeches， vol. 
1 (Everyman's Library， 1926)， pp. 176~180 参照。
(28) Gardiner， op. cit.， p.305. 























(30) Underdown， op. cit.， Chalk and Cheere， p.45. 
(31) Underdown， op. cit.， Somersetshir， p.45. 





U xbridge treaty)の再開により交渉による和平を求めるものであった (Underdown，






























側 Fletcher，0ρ cit.， pp. 255-257， Underdown， op. cit.， Chalk and Cheese， p.42. 
倒 Fletcher，。ρ.cit. pp. 270-272. 
(35) Ibid.， p.272. 
(36) Underdawn， op. cit.， Chalk and down， p.42， op. cit. S. A. C.， vol. V， p.85. 
6司 Fletcher，op. cit.， pp. 272， 281. 

























身の HumphreyWillisであり， W oolavingtonマナーのテナントとしてその領
(39) Underdown， op. cit.， Chalk and Cheese， p.41. 
側 Underdown，0ρcit.， Somersetshire， p.91. 




った。ー授の初期段階の状況は明らかではないが， 6月30日， Kings Sedgem-
oor :0) Pensey Pondでの大集会において彼は将来の組織に関する案件を提
示したo その要旨はほぼ次のごとくで、急るO すなわち， (1) 彼等自身の役員
(officers)を選出し，国王と議会に和平請願を提出するために適任者 (sufficient 
men)を選定するo (2) 徴兵と各教区に貢納を課する規則を定めるo (司 パレ
ットJlI(River Parret)を渡って交易する自由。 (4) すでに内戦に関与したジ














ω，ωOp. cit.， p.107. 
同 Willisの説明は「財産の保護と平和のためで、あり，そのために一つの協約を求める
請願をつくったのだ」とし、うことである (Underdown，op. cit.， Somersetshire， p.108)。
Wellsの集会の請願の主旨はアクスブリッジの和平交渉の不成功のゆえに議会を非難
するというものであった (Ibid.:p・106)0
(46)， (4カ Underdown，0"ρ.， cit.， Somersetshire， p.108. 
-187-
さらに， Bridgewaterを攻略したニュー・モデ、ル軍は束に転じてドーセット
























(48) Underdown， op. cit.， p.113， Gardiner，。ρ.cit.， p.313. 
ωUnderdown， op. cit.， pp. 67~85. 
(50) Ibid.， p.37. 





の Kingswoodとセヴァン][ I (Ri ver Severn)をはさんだ対岸のディーン御料















ω Op. cit.， pp. 39~40. 
(54) Ibid.， p.41. 
(55) Underdown， 0ρ at.， Somersetshire， p.111. 
(56) Underdown， op. cit.， Chalk and Cheese， p.38. 
例 拙稿「イギリス革命期の御料林，林野地域における農民運動J(1) (~富大経済論集』
第17巻3号) 3~13ページ， I向上J(2) (~向上論集』第18巻 1 号) 60.-69ページ参 I
H召O











































同様と思われる。 (2) 議会派寄りの地域はすべて牧畜地域に属する O すなわ
















(Underdown， op. cit・， Chalk and Cheese， pp. 43~45) 。
制例えば， Morrill， The Revolt of Provinces， 1976， pp. 99-100。このような見方は
革命を中央(宮廷，議会〉と地方との対立としてとらえる最近のイギリス史学におけ
る革命史研究の主要モティーフを民衆運動研究のレベノレにまで押し進めたものといえ
-191-
-302-
は関連があるにしても，それだけでは十分な説明たりえなし、。念のためにつけ
加えておくと，国王軍と議会軍の聞の軍紀の差，あるいは指導的ジェ γ トリや
聖職者等の影響に原因を求める説明もありうるが，これらはごく表面的，部分
的な説明でしかなし、。例えば，サマセットシャで、は1645年のー授に先立つて国
王軍の支配下にあり，その迫害に苦しんでいたとしづ事情は州の全地域をつう
じて同様であったが，そのー授の方向は地域的に異なっている O また，たしか
にジエントリや聖職者等の指導・影響を示す事例はあるが，多くの住民にこれ
をうけいれる理由がなければ大規模なー授を組織し，これを政治的に方向づ、け
ることはできないであろう。したがって，ー授が異なる政治的選択を行ったに
ついては，そうした事態を生ぜ、しめるべき歴史的事情があったにちがし、ないと
思われるのである。
そこで，次稿においては上記の地域区分にもとづいて各地域から幾つかの地
点を選び，それぞれ革命以前の社会的，経済的状況を検討し，ごく部分的なが
ら，この問題に接近を試みたし、と思う。
る。しかし，議会派を支持した民衆は自らあるべき体制を模索しうるほどには成長し
ていなかったとしても，少なくとも旧体制に対する批判的意識はあったわけで、あり，
単に伝統にのみ固執していたとは思われない。また，民衆の行動をすべて地方主義の
枠にはめて意味づけようというやり方で、はかえって各地域固有の問題は見失われてし
まうことになるだろう。本稿では，筆者の不手際からモリノレの詳細な研究を活用しえ
なかったが，その研究を一貫する上記の視点、には賛成しかねるのであり，モリルの研
究によっても本稿の大筋は影響されないように思われる。
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